
日本のプレート沈み込み帯とケニアの拡

大系大陸縁辺部

140名を超えるケニアの科学者で盛況な

会場の様子

一覧へ

 「ケニアと日本の海洋を通じた交流セミナー」開催

2007年2月7日

日本のプレート沈み込み帯とケニアの拡大系大陸縁辺部赤道域において大陸東岸

と大洋西側が接する場所は世界に２つあります。一つは南アメリカのアマゾン河口

域、もう一つはアフリカのソマリアからケニア海岸域です。しかし、両者の自然環境は

著しく異なります。ソマリアからケニアでは、乾燥環境（サバンナと砂漠）が顕著であ

るのに対して、アマゾンでは熱帯雨林とデルタ環境が卓越しています。

ケニアでは、内陸、海岸（サンゴ礁海岸）、沖合の環境がリフト地形の発達、モンスー

ン気候、インド洋ダイポールモード（IOD）現象の相互作用によって影響を受けていま

す。その環境システムは比較的シンプルであり、全球規模の現象と密接に関連して

います。また、過去300万年、人類の祖先は東アフリカのリフト帯で進化してきまし

た。

ケニアとその沖合は、地球テクトニクスと環境変動、そして人類進化の関係を理解す

る上で極めて重要な場所です。JAMSTECでは、地球環境フロンティア研究センタ

ー、地球環境観測研究センターを中心に、地球規模の気候変動をもたらすエルニー

ニョ・アジアンモンスーン等の解明を目指してインド洋などでの観測・研究を展開して

います。

今回、地球深部探査船「ちきゅう」がケニア沖で海外試験掘削を実施しているのを機

会として、海洋地球科学に関する日本とケニアの交流を図ることを目的として、在ケ

ニア日本国大使館・広報文化センターにおいて「ケニアと日本の海洋科学交流セミナ

ー」を2007年1月16日に開催いたしました。

開会の挨拶として、宮村日本国大使、Prof. Mogohaナイロビ大学副学長から、今回のセミナーは日・ケ両国の科学分野では初め

ての交流の機会であり、今後の展開への期待のお言葉を頂きました。また、講演においては、日本側、ケニア側ともにインド洋西

側及びアフリカ大陸東側のおける海洋・地球科学的状況・現象について、研究活動の紹介と今後の協力に係る展望について述べ

られ、大変意義深いものとなりました。

今回の交流セミナーでは、日本の海洋研究、地球環境変動研究および地球深部探査船「ちきゅう」について紹介するとともに、ケ

ニアおよびインド洋の環境変動、テクトニクス研究についての意見交換を行い、両国協力の可能性について打ち合わせを行うことを

大きなミッションとしましたが、セミナー開催、分野別協議、ナイロビ大学や研究機関との交流を通じて、その目的は十分に達成さ

れ、今後の展開につながる成果を得ることができました。同時に、開催に当たっては、在ケニア日本大使館・広報文化センター、ナ

イロビ大学、ケニア海洋水産研究所などから多大なご協力をいただきました。

■セミナープログラム

開会の挨拶

宮村智

（在ケニア日本国特命全権大使）

Prof. Mogoha

（ナイロビ大学副学長）

基調講演

JAMSTEC and The Chikyu, Challenge for the Frontier of Marine and Earth Science and

Technology

平　朝彦（JAMSTEC理事）

http://wwwtest.jamstec.go.jp/j/jamstec_news/index.html
http://www.jamstec.go.jp/iorgc/
http://wwwtest.jamstec.go.jp/chikyu/index.html
http://www.ke.emb-japan.go.jp/j-index.html
http://www.ke.emb-japan.go.jp/j-index.html
http://www.ke.emb-japan.go.jp/j-index.html
http://www.uonbi.ac.ke/
http://www.uonbi.ac.ke/


Indian  Ocean  C ircu lat ion  and C l imate  Change  in  Kenya

Climate Variability in the Tropical Indian Ocean and Its Impact on Climate in Kenya

升本順夫（JAMSTEC地球環境観測研究センター・地球環境フロンティア研究センターGL、東京大

学理学系研究科地球惑星科学専攻・助教授）

Indian Ocean Dipole Index Recorded in Kenyan Coral Annual Band

茅根　創（東京大学理学系研究科地球惑星科学専攻・助教授）

Tropical Indian Ocean-Climate Interaction: Process modeling and global change scenarios.

Prof. N. J. Muthama（ナイロビ大学気象学科学科長・教授）

Mar ine  Ecosystem in  the  Indian  Ocean  (Kenya Coast )

Impacts of global change on the Marine Ecosystem of the Western Indian Ocean.

Prof. M. J. Ntiba（ナイロビ大学生物化学科長・教授）

Marine Research in Kenya Coast

Dr. Edward Ndirui Kimani（ケニア海洋水産研究所博士）

Marine Biological Studies in the Kenya’s Coasts

白山義久（京都大学フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験所長・教授）

Geo logical  St ruc tu re  o f Kenya

The Conjugate East African and Madagascan Continental Margins, and the Western Somali

Basin: Tectonics and Stratigraphy

Millard Coffin（東京大学海洋研究所教授）

Geological Structure of Kenya: Past global change and internal Earth processes.

Prof. E.M. Mathu（ナイロビ大学地質学科学科長・教授）

Prof. D.W. Ichang’i（ナイロビ大学地質学科教授）

閉会の挨拶（ビデオメッセージ）

日本・ケニア議員委員会会長の河井克行衆議院議員からはビデオメッセージでご挨拶をいただき

ました。

河井克行（衆議院議員、日本・ケニア議員委員会会長）

講演アブストラクト（PDFダウンロード）

http://wwwtest.jamstec.go.jp/j/jamstec_news/20070207/img/programme_abstract.pdf

